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本プロジェクトはカーボンリサイクルコンクリートの社会実装に向けて、協議会・WGを設置し、
「実現可能性調査」や「実証導入」を中心に調査・検討を実施してきました

①
実
現
可
能
性
調
査

本プロジェクトの主な取組

廃棄物・副産物中の有望なCa源の探索
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本プロジェクトはカーボンリサイクルコンクリートの社会実装に向けて、協議会・WGを設置し、
「実現可能性調査」や「実証導入」を中心に調査・検討を実施してきました

本プロジェクトの主な取組
CRコンクリートの価格やCO2の削減効果の算定（経済性・環境性）

①
実
現
可
能
性
調
査

試算されたコンクリート価格により
市場価格との比較等を行う各工程のコストを積み上げ

試算されたCO2排出量により
従来コンクリとの比較等を行う
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各工程のCO2排出量を積み上げ



< Confidential >

本プロジェクトはカーボンリサイクルコンクリートの社会実装に向けて、協議会・WGを設置し、
「実現可能性調査」や「実証導入」を中心に調査・検討を実施してきました

本プロジェクトの主な取組

CRコンクリートの導入に向けた検討
実証導入の範囲や製品の検討
－破損による人命や社会インフラ機能への影響が少ない箇所（道路付属物など）
－プレキャストコンクリート製品を使用する施工現場
－施工後のカーボンリサイクルコンクリートの変化を確認する際の作業が容易な場所での導入

CRコンクリートの性能試験
性能試験の項目の検討

②
実
証
導
入
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2024～2025年度の調査・検討結果を踏まえ、2026年度は早期実現性が高い事業化モデ
ルの具体化、実証導入１例目の体制の構築等を行っていきます

①
実
現
可
能
性
調
査

本プロジェクトの主な取組

Ca源の探索

②
実
証
導
入

実証導入に向けた検討

2024年度 2025年度 2026年度

一般的な商用化初期スキーム等を構築し、
文献値を用いてCRコンクリートの価格・
CO2排出量を分析

・Ca含有廃棄物の新規開拓
・Ca含有廃棄物のCa含有量、発生量等の調査

経済性・環境性

・ Ca含有量、廃棄物の発生量の観点から、
商用化初期に有望なCa含有廃棄物の
候補の絞り込み

一般的な商用化初期スキームに、実際の事
業者のデータを用いてCRコンクリートの価格・
CO2排出量を分析
（工程の異なる３パターンを分析）

※商用化初期スキーム：2030年頃を想定したパイロットスケールプラント（CO2固定1t/d）

Ca源毎で必要な設備の精査、設備費の低減
の検討等により、 CRコンクリートの価格・CO2
排出量を分析
（早期実現性が高い事業化モデルを具体化）

・実証導入の範囲や製品の検討
・性能試験の項目の検討、試験開始

・実証導入１例目（2027年度後半）の実証
導入体制等の構築、２例目の検討
・性能試験の継続 等

③
関
連
調
査

・CO2分離・回収に係る現状、先駆的事業者の状況
・廃棄物処理法(廃棄物該当性)
・建築基準法及び土木工事基準
・CO2削減価値の帰属に関する調査

・CO2削減価値の帰属に関する調査
・市場調査
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2026年度プロジェクトにおける論点

2026年度は以下の論点を重点的に検討し、CRコンクリートのコスト低減を図り実現性を高
めていくとともに、実証導入に向けた取組を着実に進めていきます

製造設備のコスト精緻化によるCRコンクリート価格低減の可能性などについて検討する

 Ca源によって性状は異なることから、品質の一定化を目的とした前処理等の必要性を検
討し、商用化初期スキームの決定を行う

実証導入１例目を想定した製造体制の構築に向けて、課題及び対策を取りまとめる

 CRコンクリートの利用者を開拓していく必要があることから、実証導入２例目以降の創出
を見据えて、愛知県内の自治体等でのCRコンクリートの関心について調査する

商用化初期段階ではコストが障壁になることが予想されることから、CRコンクリートの提供
価値の深掘分析を行い、ターゲットとすべきコンクリート利用者の解像度を高める

1 CRコンクリートの
コスト精緻化

多様なCa源の取
り扱いにおける課
題と対策検討

実証導入におけ
る製造体制の構
築

CRコンクリートの
関心調査

CRコンクリートの
高付加価値の可
能性検討
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